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令和元年７月１９日発行『自主』『友愛』『奉仕』

校長 萩元晴彦
街角に咲く向日葵が，太陽に向かって力強く両手を差し伸べて
います。入学式から始まって，家庭訪問，宿泊学習，修学旅行，
職場体験学習，地区中体連総体，期末テスト，合唱コンクールと
生徒たちにとって様々な行事が多かった１学期も本日，終業式を
迎えることとなりました。

令和元年度１学期は，どんな４ヶ月間だったでしょうか。生徒，保護者
の皆様それぞれいろんな意味で思い出多き１学期だったのではないでしょ
うか。今，学校では期末テストの結果をもとに１学期中に学習した内容

の理解度を再確認し，再度，重要語句や公式等を含めた学習内容を復習し，夏休みに学校
から出される課題だけではなく自主的な学習が進められるよう指導しています。２学期始
業式の日に，４４日間の夏休みで逞しく成長した姿とともに様々な学習の記録を持参して登
校する君たちの姿を心から期待しています。
さて，今日は 『心のものさし』という事について話をします。人は，心の中に，
『ものさし』を持っていて，周りの人や物事をその『ものさし』で測って，判断し
たり決めたりしているものです。その『ものさし』は，測るものや比べるものによっ

， 。てに数えきれない種類があり 人によって目盛りの長さや大きさも異なっているのです
しかし，人はみんな周りの人が自分と同じ『ものさし』を持っていて，自分の『ものさ
し』で測ったものが「正しい，当たり前だ」と考えてしまうのです。特に，言葉の受け取
り方，感じ方の『ものさし』は人によって大きく異なるものです。例えば友だちから「な
るべく早く手伝って」と頼まれた時 「なるべく早く」の受け取り方は人それぞれ違う，
ものです。自分の『ものさし』の中で「なるべく早く」頼まれた事を始めても感謝さ
れる時もあれば，なぜか「早くお願い」と催促されて嫌な気分にな

る時もあると思います。なぜなら「早い」という言葉の捉え方も人によって違
うからです。このように人によって，同じ言葉であっても考え方や受け取り

， 『 』 。方が違う つまり 心のものさし が違うという事を知る事が大切なのです
今，君たちは将来，社会と言う荒海を生きていくための術を学んでいるところです。隣

の友だちは 何を考えながら学習しているのかな と考えながら学習する事も友だちの 心「 」 「
のものさし」を知り，人間関係を創るきっかけになると思います。
最後になりますが，１学期間御支援・御協力いただいたことに感謝するとともに，猛暑

厳しい中，保護者並びに地域の皆様方が御健勝にて御過ごしになられることを心からお祈
り申し上げます。

【 】夏の花へバトンパス

飯室不動堂長寿院の住職などを務めた人物であり，史上三人目となる比叡山延暦

酒井雄哉寺の千日回峰行を二度満行した行者としても知られている。

一歩ふみだすためにどうしたらいいかって？
どうしようかと思うこと自体がおかしいんだよ。
やりたいことがあるならやればいい。



本年度も８月１３日 (火 )７・８月行事予定
～１５日(木 )の３日間，７月19日(金)終業式 大掃除
学校閉庁日となり，部活21日(日)～県総合体育大会
動を含めた全ての活動を８月１日(木)出校日
休みますので，ご理解く13日(火) ～15日(木)学校閉庁日
ださいますようお願いい21日(水)出校日 応援団練習開始(3年生)

たします。９月1日 (日)第2回ＰＴＡ奉仕作業

※ 電話も日常の週休日と同様２日(月)始業式
に繋がりませんので，ご理解３日(火)実力テスト(３年生は共通テスト)
ください。４日(水)実力テスト ＰＴＡ理事会

※ 詳しくは８月２１日号で掲載します。

７月１３日(土)に校内合唱コンクール
， 。合唱コンクール が 市文化会館で初めて実施されました
生徒たちは，４月から声の質も声の高さ

も声量も異なる中で合唱曲を創り上げ活動を通して，歌声が生徒一人ひとりの心を繋ぎ，
目には見えない学級という大きな心の輪を創り上げてくれました。

学級で一生懸命練習したので，すごく良い合唱コンクールになったと思
います。私の学級は，校歌と「ぼくらの世界」を歌いました。二曲とも声が
出ていて，笑顔で歌えたと思います。上級生の歌を聴いていると１年生と
は全然違いました。響き方や表情，身体の動きが全く違う所に気付きまし
た。私も２年生になったら先輩たちのように歌いたいです。

私が合唱コンクールを終えて思ったことは，今までで一番学級として団結力(チ
ームワーク)が高まったと思います。そして，学級がもらったチームワーク賞がその証
だと思います。そして，１年生と３年生との合同練習や他の学級との合同練習など
で，自分たちの学級の改善点を理解し，どんどん練習を重ねていくうちに声の大きさ
などもよくなってきました。本番では，全ての力を発揮することはできなかったけど，このチ
ームワークでこれからの行事を楽しめればいいです。

中学校最後の合唱コンクールは 「ハーモニー賞」だったけど，悔いなく終わる，
。 。ことができました 授業参観後の帰りの会で歌った時が一番声が出て綺麗だった

本番では，一番最後と言う事もあり，とても緊張した。休憩の時に学級のみんな
で「頑張るぞ」と円陣を組んだので，とても気合が入りました。本番はホールだ
ったので，自分たちの声は聞こえにくかったけど，楽しく歌えたので良かったで
す。他の学年やクラスの歌もとても綺麗ですごかったです。

一日体験入学(高校)

夏休み期間中に鹿児島県内の公立

高等学校・私立高等学校の「一日体験
入学」が数多くの学校で実施されます。
体験入学は，自分の志望校を決める

上で，学校の特徴や雰囲気を知る上で
とても素晴らしい機会となりますので，特に次のことを心がけ
てください。
① 体験入学に出かける前に、自分の身だしなみをチェック！
標準服の着こなし（ボタン、名札など） に注意しましょう。

② 遊びではありません。参加する一人ひとりが志布志中の
代表です！体験入学では、先生の引率はありません。
一人ひとりが考えた行動をしてください。
③ 申し込んだ日時を忘れないこと！

環境学習(リサイクル講話・実技)

に市役所市７月１７日(水)
民環境課，リサイクルセン
ターの職員の方々に来校し
ていただき，講話とゴミ分
別の実技指導をしていただ
きました。
本授業は，学校運営協議会の委員の方々による

講師依頼等ご協力を頂きながら，市が取り組んで
いる「リサイクル活動」が
環境問題解決にどのように
役立っているのか 「中学生，
として地域・社会の中で自
分にできる事は何か」等を
学ぶ機会となりました。


